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一体的整備に係る協議の場の設置に関する要請 
 

 

 

令和８年７月２４日 

 

つくばエクスプレスと都心部・臨海地域地下鉄の 

接続事業化促進期成同盟会 

会長 守谷市長 松丸 修久 



つくばエクスプレス（以下「ＴＸ」という。）の東京駅延伸と、都心部・

臨海地域地下鉄（りんかい線及び羽田空港アクセス線と連携し、羽田空港

に接続）の両鉄道路線につきましては、平成２８年及び令和３年の交通政

策審議会の答申において、その一体的整備を検討すべきことが記載され、

このうち、都心部・臨海地域地下鉄に関しましては、東京都が、令和２２

年までの実現に向け、令和６年、整備主体及び営業主体の予定者を決定し、

３者で事業計画の検討を加速することを発表されました。 

このような状況を受け、当期成同盟会におきましては、国によるさらな

るリーダーシップの発揮を期待し、４月６日、つくばエクスプレス利用・

建設促進議員連盟に要請して、両鉄道路線を含むインフラの整備を、高市

内閣が策定する国の成長戦略の中に位置づけるべきことを決議していた

だき、その後、同議員連盟とともに、関係大臣への粘り強い要請活動を行

って参ったところでございます。 

その結果、７月２１日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方

針２０２６」において、国が一歩前に出て行う投資促進策である「戦略産

業クラスター計画」の中に「鉄道の整備」が盛り込まれ、「日本成長戦略」

にも、整備・機能強化すべき「鉄道」に、ＴＸなどの「都市鉄道」を含む

ことが明記されましたことは、当期成同盟会にとりましても大きな希望で

あり、英断に対し心より敬意を表する次第でございます。 

両鉄道路線は、一都三県にまたがる鉄道路線であり、その一体的整備を

前に進めるに当たっては、関係都県・市区を中心とする多様な関係者間の

広域的な連絡・調整が不可欠であるとともに、我が国の成長に資するとい

う観点から、国家的な視点からの、事業効果や事業スキームの検討が必要

であり、まさに今、「国が一歩前に出る」ことが求められております。 

当期成同盟会といたしましても、引き続き両鉄道路線の接続事業化に向

けた活動に全力を尽くしてまいる所存でございますが、国におかれまして

も、下記のとおり協議の場を設置いただき、関係者間での幅広い議論を行

うことができる環境を整備していただくよう、強く要請させていただきま

す。 
 

記 

国において、両鉄道路線の一体的整備に係る協議の場を設置いただく

とともに、当該協議の場において、関係都県・市区等の関係者間での、

円滑な合意形成のための継続的な議論が行われるよう、国としての支援

を行っていただくこと。 
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